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豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 

書面会議 議事結果 

 

開催日：2023 年９月１３日（水）から 2023 年９月２２日（金）まで 

 

参加者 

あいち尾東農業協同組合 岡本委員、豊明市商工会 山田委員、名古屋鉄道株式会社 尾関

委員、中部経済産業局 吉岡委員、愛知県政策企画局 石田委員、学校法人藤田学園 湯澤

委員、学校法人桜花学園 根尾委員、連合愛知尾張東地域協議会 佐藤委員、株式会社中日

新聞社 平木委員、市民公募 濱松委員 

合計 10 名 

 

１．議題 

(１)第２期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂について 

承認 １０名、否認 ０名 

案のとおり承認された。 

  

 ● 意見等 

 (平木委員) 

親との同居補助、カラット、ちゃっと、定住外国人、いずれの事業も順調に進み、目

標値上方修正は喜ばしいことだと思います。引き続き、前身させ、住みやすく誰一人取

り残さないまちづくりを進めて頂けるよう祈念致します。 

記者の立場から申し添えますと、桶狭間関連商品や花マルシェプロジェクトなどもう

少し積極的に広報、PR頂けると嬉しいです。 

 （経済建設部長） 

桶狭間関連商品や花マルシェプロジェクトは近年 SNS での周知活動に努めています。

フォロワー数は令和 2 年度７６３から令和 4年度２，２１４と一定の拡大はしています

が、ご指摘のとおり広く情報が活発に発信されている、消費者に頻繁に届けているとい

う状況までは至っていないという認識です。柔軟で多様な情報発信の在り方を研究し積

極的に実行してまいります。 

 

 (石田委員) 

   「親との同居・近居購入費補助事業」や「定住外国人日本語教育推進プレクラス・プ

レスクール事業」など、目標値を上方修正しているものが複数見受けられますが、これ
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らの事業で目標達成を前倒しできた要因等でわかるものがあれば、参考までに教えてい

ただきたいと思います。 

 (経済建設部長) 

「親との同居・近居購入費補助事業」について、当初は基準値設定が 251、目標値が

261 でありましたが改めて確認しましたところ基準値は 286 と判明し、基準年で目標値

261 を超えることから昨年度の委員会で基準値を 286 へ訂正をさせていただきました。こ

れに伴い目標値についても更新したものです。 

本事業は人口の流入促進を意図した事業で実績対象者の４割強は市外からの流入人口

につなげています。対象全体として３か年推移しつつ各年にすると概ねこの規模感での

実績となるものです。 

 （教育部長） 

   「定住外国人日本語教育推進プレクラス・プレスクール事業」は、新型コロナ感染

終息後、入国外国人増加に伴い日本語初期指導が必要な児童生徒が計画より多くなって

いることを受けて、市費で日本教育指導専門員を雇用するなど、その体制整備を進めて

きたことによります。 

 

 (石田委員) 

   寺池地区に続き、間米南部地区の土地区画整理事業進捗率を KPI として追加されてお

り、転入増に向けて魅力ある住環境を整備していくことも重要かと思いますが、両地区

の住宅需要の見通しをどのように予測されているか、わかる範囲で構いませんので、教

えていただければと思います。 

 (経済建設部長) 

本市を含む尾張東部地区における近隣市町（日進市、長久手市、東郷町）の市街化区

域内人口密度を見ると軒並み 70 人/ha を超えており、平成 12 年以降人口も増加傾向で

あることから住宅需要は非常に高いと捉えています。 

また、平成 12 年の人口と令和 2 年の人口から算出した人口増加率を比較すると豊明

市の 1.06 に対して近隣市町は 1.46～1.76 であり、これは区画整理を継続して行ってい

るため、住宅需要に対して適切な供給ができているものだと評価しています。 

寺池地区及び間米南部地区でそれぞれ保留地を購入するハウスメーカーへヒアリン

グを行ったところ、交通の利便性が高く三河地域に立地するトヨタ系の工場等にも比較

的近いことや特に間米南部地区では名鉄名古屋本線前後駅に近く公共交通機関での移

動も容易であることから、2 地区とも保留地が売り出されればすぐに完売すると予測さ

れています。 

 

 (佐藤委員) 

   今回の改訂（KPI の追加など）は前向きでもあり、評価できる。 
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 (２)第２期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略実績報告について 

 ● 意見等 

 （石田委員） 

   「花マルシェ事業」や「チョイソコとよあけ事業」については、2021 年度まで国の

地方創生推進交付金をご活用いただき、その後も自立して事業を継続していただいて

おります。 

地方創生推進交付金は、昨年度、「デジタル田園都市国家構想交付金」の「地方創生

推進タイプ」に名称が変わりましたが、制度の内容については、それほど大きな変更

はございません。 

もし、新たに交付申請を考えている事業がありましたら、県としても協力させてい

ただきますので、いつでもお気軽に地方創生課までご相談いただければと思います。 

 

 （吉岡委員） 

   NHK 大河ドラマ放送が、その舞台となる地域にもたらす経済効果は大きい。一方、そ

の舞台となる地域では、放送年には観光入込客数が増加し、関連商品の売り上げも急

増する傾向にあるが、翌年以降は、反動で減少するケースが少なくない。このため、

大河ドラマの継続的な効果を狙うのではなく、「武将タオルセット」をはじめ、新たな

関連商品の開発や、更なる観光集客要因を検討していく必要がある。 

 （経済建設部長） 

   歴史観光の資源としての桶狭間の戦い、戦国武将に関連する商品開発は引き続き積

極的に取組んでまいります。本市の観光の課題は来訪の価値を最大限高めることでも

あると認識しています。歴史観光の発信に努めながらいつ誰が来訪しても来訪の価値

を得られるような観光集客の整備に努めてまいります。 

 

 （佐藤委員） 

   現状進捗が遅れている項目に対する施策はどうなっているのか不明。2025 年度の達

成に向けての新たな対策を聞かせて欲しい。 

 （行政経営部長） 

   総合計画に係る市民アンケート結果をもとにした項目を中心に数値が下がっており、

コロナ禍や物価高騰等による生活の影響から、全体的に満足度が減少していると分析

しております。 

コロナ禍や物価高騰等の対策として、今年度の補正予算では、生活困窮世帯へ生活

物品を配布する「まごころサポート便事業」、小学生から高校生までを対象とした「英

語検定受験料補助事業」、全市民を対象とした市内店舗で利用できる１，０００円分の

割引券を配布する「小規模店舗利用促進事業」、８０歳以上の市民を対象とした「タク

シー初乗料金助成事業」などの市独自の事業を計上しております。 
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また、今後の補正予算や新年度の当初予算についても、本市独自の新規事業の計上

を予定しているところです。 

 

(３)デジタル田園都市国家構想を踏まえた豊明市人口ビジョン・総合戦略について 

 ● 意見等 

 （石田委員） 

 本県では、昨年 12 月に国が策定した、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏

まえ、現行の「愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂し、新たな

総合戦略を策定する予定としております。 

 また、人口問題は県全体に関わる重要な課題となっていることから、今回策定する

総合戦略を本県の「人口問題対策プラン」として位置づけ、人口減少にできる限り歯

止めをかけるとともに、人口減少下でも県内各地域が活力を維持し、すべての人が活

躍でき、安心・快適に暮らせる社会の構築を目指すこととしております。 

 スケジュールとしましては、７月に総合戦略の骨子を、９月に素案を作成しており

ます。９月から 10月にかけてパブリックコメントを実施し、県民の皆様からの御意見

などを踏まえ、10月を目途に新たな総合戦略を策定してまいりたいと考えております。 

総合戦略の骨子の作成や素案の検討にあたっては、県内を６ブロックに分けて市町

村連絡会議等を開催させていただいており、その際には、豊明市様からも貴重なご意

見等を頂きましたことを改めて感謝申し上げます。 

 なお、昨年、国が総合戦略の策定するに当たり、国の人口ビジョンである長期ビジ

ョンを改訂していないため、今回、本県も人口ビジョンは改訂しない予定としており

ます。 

本年４月に、国立社会保障・人口問題研究所が日本の将来推計人口を公表しました

が、都道府県別・市町村別の推計は今年度末までに公表されるものと考えております。

今後、都道府県別の将来推計人口が公表され、国が長期ビジョンを改訂した後、必要

に応じて、本県も人口ビジョンを改訂してまいりたいと考えております。 

 

 （佐藤委員） 

   2025 年度中という総合戦略の策定は、国・県から時間的に少し遅れているように見

える。前倒しして策定していく必要はないのか。 

 （行政経営部長） 

本市の次期総合計画の開始年度が 2026 年度となっているため、新たな総合戦略につ

いても、総合計画の開始に合わせて 2025 年度中に策定し、2026 年度開始の予定として

おります。2025 年度までの間については、今の総合戦略を国や県の動向に合わせて必

要な改正を行ってまいります。 

以上 







＜第 2 期豊明市総合戦略 2023 改訂版（案）について＞ 

1. 基本目標に紐づく KPI の追加 

■基本目標２ ひとが集うまち創生プロジェクト 施策 1（P11） 
 間米南部地区区画整理事業の本格的な事業着手に伴い、事業進捗率を KPI として追加し、進捗管理を行う。 

 

2. KPI 目標値の変更（達成による上方修正） 

■基本目標２ ひとが集うまち創生プロジェクト 施策 1（P11） 

■基本目標 3 子どもの学びと育ち創生プロジェクト 施策 ２（Ｐ13） 

■基本目標４ 暮らしの満足創生プロジェクト 施策１（P15） 

 

3. KPI 目標値の変更（事業内容の変更） 

■基本目標４ 暮らしの満足創生プロジェクト 施策１（P15） 

※ボランティアマッチングの件数を、おたがいさまセンター「ちゃっと」でのマッチング件数に変更（共生交流プラザ「カラット」にて実施） 

総合戦略については事業概要の記載がないため、基準値及び目標値のみの変更。 

 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 基準値（2019） 目標値（2025） 

住居系市街地の整備促進事業 
寺池土地区画整理事業進捗率（事業費ベース） ％ 1 100 

間米南部土地区画整理事業進捗率（事業費ベース） ％ 0 59 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 基準値（2019） 目標値(2025） 

親との同居・近居購入費補助事業 補助件数 件／年 286 261⇒300 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 基準値（2019） 目標値（2025） 

共生交流プラザ管理運営事業 延べ利用者数 人／年 
-⇒273,854 

（2022） 
65,000⇒
250,000 

定住外国人日本語教育推進 
プレクラス・プレスクール事業 

プレクラス等年間受け入れ人数 人／年 41 40⇒60 

事務事業名 事業概要 単位 基準値（2019） 目標値（2025） 

おたがいさまセンター 
「ちゃっと」事業 

サポーター登録者数 人 266 350⇒450 

事務事業名 事業概要 単位 基準値（2019） 目標値（2025） 

ボランティアマッチング事業 
おたがいさまセンター「ちゃっと」による、ボランティアをしたい人と受
け入れたい人がそれぞれ登録し、マッチングを行う。 

件（累計） -⇒4,786 100⇒26,000 

資料 2－１ 

2023/9/13  

 



4. 計画内に記載はないが、KPI を設定し、進捗管理している創生事業の変更（事業内容の変更） 

「再生可能エネルギー推進事業」として実施していたエネファーム補助金の終了に伴い、新たな創生事業として自動車給充電システム（V2H）設置費用の補助を
位置づけ、補助件数の進捗管理を行う。 

 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 基準値 目標値（2025） 

再生可能エネルギー推進事業 エネファーム(燃料電池)システム導入補助件数⇒V2H 導入補助件数 件／累計 
４ 

（2022 実績） 
６０ 



 

 

 

第 2 期 豊明市 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（2023 改訂版（案）抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2020 年度～2025 年度 

（令和 2 年度～令和 7 年度） 

 
 

資料２－２

2023/8/162023/9/13
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〇基本目標 2  

ひとが集うまち創生プロジェクト 

誰もが訪れたい、住みたいと思うような、ひとが集う魅力あふれるまちをつくる 

 

 

1. 基本目標の概要 

 名古屋市に隣接する立地特性を活かした若年世代や子育て世帯の移住・定住を促進する 
ため、三世代同居・近居、空き家の活用などを推進します。 
 また、「花の街とよあけ」としての魅力を高めるとともに、古戦場を活かしたまちづ 
くりを進めるなど、豊明市の特徴的な地域資源のさらなる磨き上げを図り、市内外の人・ 
民間企業と豊明市との関わる機会を増やし、シビックプライドの醸成及び関係人口の拡 
大・創出を目指します。 

 
2. 数値目標 

（※：第 5 次豊明市総合計画のまちづくり指標を用いています。） 
 

3. 基本的な方向 

施策１：若い人の豊明市への愛着を深め、新しい感性を活かしたまちづくりを推進する 
施策２：とよあけの歴史・伝統・文化に誇りを持ち、継承・創造できる環境をつくる 
施策３：とよあけの魅力を高め、訪れる人を増やす 
4. 主な創生事業 

施策１：若い人の豊明市への愛着を深め、新しい感性を活かしたまちづくりを推

進する 

指標 基準値（2019） 目標値（2025） 

転出者数（年間）※ 3,485 人 2,793 人 

転入者数（年間）※ 3,715 人 3,959 人 

桶狭間古戦場関連の観光客数（年間） 51,303 人 63,500 人 

ふるさと納税の寄附金額※ 24,340 千円 43,000 千円 

市内のイベント、お店、施設がメディアで紹介さ

れた件数※ 
302 件 350 件 
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① 住み続けられる住宅・環境を確保する 

施策２：とよあけの歴史・伝統・文化に誇りを持ち、継承・創造できる環境をつ

くる 

① 地域資源を活かしたまちづくりを推進する 

施策３：とよあけの魅力を高め、訪れる人を増やす 

① 人や企業とのつながりの創出、拡大を推進する 

② とよあけの魅力を域内外へ発信する 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

親との同居・近居購入費

補助事業 
補助件数 件／年 286 261300 

住居系市街地の整備促進

事業 

寺池土地区画整理事業進

捗率（事業費ベース） 
％ 1 100 

間米南部土地区画整理事

業進捗率（事業費ベー

ス） 
％ 0 59 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値 

（2025） 

古戦場まつり開催事業

（観光協会事業） 
来場者数 人／年 35,480 40,000 

史跡を活用した誘客事業 観光ガイドの利用客数 人／年 12,838 20,000 

桶狭間関連商品の開発事

業 
桶狭間関連新商品開発数 商品(累計) 0 10 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

花で起こす！豊明ローカ

ルイノベーションプロ

ジェクト推進事業 

とよあけ花マルシェ商品

の販売金額 
千円／年 5,334 9,000 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

情報発信事業（観光事業） 
観光 Web サイト年間閲覧

件数 
件／年 61,998 80,000 

ホームページ管理事業 年間アクセス件数 万件／年 30 36 
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〇基本目標 3  

子どもの学びと育ち創生プロジェクト 

教育環境を整え、子どもを安心して産み育てられるまちをつくる 

 

 

1. 基本目標の概要 

 妊娠から出産、就学前までの子育て期の切れ目のない支援を行い、さらに、女性が活躍 
できる場を増やすなど地域一体となり、仕事と子育てを両立し子育てを見守り支えるまち 
づくりを推進します。 
 また、交流・まなび・あそび・子育て支援拠点となる共生交流プラザの整備や管理運

営、学校運営協議会の設置などにより、地域と子どもとの関係をより密接なものにし、地

域ぐるみで子どもを育て、見守る環境づくりを行います。 
 併せて、教育の面でも地域の特性を生かして教育の機会の充実を図り、親が安心して働 
ける環境を整備します。 

 
2. 数値目標 

（※：第 5 次豊明市総合計画のまちづくり指標を用いています。） 
 

3. 基本的な方向 

施策１：子どもを安心して産み育てられるまちをつくる 
施策２：子どもが地域とつながり、大人になったときにも地域で活動できるまちをつくる 
施策３：女性が職場や地域で活躍し続けられる環境をつくる 

 
 

指標 基準値（2019） 目標値（2025） 

0～14 歳の子どもの数※ 8,732 人 10,445 人 

豊明市の出生率(人口 1,000 人に対する出生数)※ 8.0 人 10.1 人 

合計特殊出生率 1.31 人 1.60 人 

子育てが楽しいと思っている市民の割合※ 83.4％ 92.3％ 

職場で働きやすいと思っている女性の割合※ 50.0％ 56.7％ 

待機児童数 (10 月 1 日時点) 15 人 0 人 
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4. 主な創生事業 

施策１：子どもを安心して産み育てられるまちをつくる 

① 仕事と子育ての両立ができる環境をつくる 

施策２：子どもが地域とつながり、大人になったときにも地域で活動できるまち
をつくる 

① 地域ぐるみで子どもを育て見守る環境をつくる 

② 地域の特色を活かした教育を充実させる 

施策３：女性が職場や地域で活躍し続けられる環境をつくる 

① 職場で女性の活躍の場を増やす 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

ネウボラ事業 支援プラン作成件数 件／年 60 60 

休日保育、延長保育事業 
18:30 までの土曜日延長

保育実施割合 
％ 100 100 

放課後子ども教室事業 実施校数 校 
7 

（2021） 
8 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

共生交流プラザ管理運営

事業 
延べ利用者数 人／年 

-273,854 

（2022） 

65,000 

250,000 

学校運営協議会推進事業 学校運営協議会の設置数 箇所(累計) 1 11 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

どよう塾事業 どよう塾参加者人数 人／年 81 88 

定住外国人日本語教育推進 

プレクラス・プレスクール事業  

プレクラス等年間受け入

れ人数 
人／年 41 4060 

日本語指導推進事業 

（2022 追加） 

日本語指導が必要な児童

生徒数のうち専門員が対

応した児童生徒数の割合 

％ 
60 

（2021） 
80 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

男女共同参画講座 受講者数 人／年 831 860 
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〇基本目標 4  

暮らしの満足創生プロジェクト 

都市機能が充実し、安全・安心で暮らしの満足度の高いまちをつくる 

 

 

1. 基本目標の概要 

 豊明市と関わりを持つ人すべてが、様々な分野でお互いにつながりあう機会を創出し、 
多様な主体者が連携して行動できるようまちづくりを目指します。 
 併せて、立地適正化計画に基づき、日常生活に求められる機能がコンパクトに集約したま 
ちづくりを推進するとともに、医療・介護・福祉環境や公共交通網が整備された、安全で安 
心して暮らし続けることができる環境を整備します。 
 
2. 数値目標 

（※：第 5 次豊明市総合計画のまちづくり指標を用いています。） 
 

3. 基本的な方向 

施策１：市民が安心できる医療や福祉の戦略を多様な主体者が連携して実行されるよう 
   整備する 

施策２：自然を確保しながら生活に不自由のない街をつくる 
 

4. 主な創生事業 

施策１：市民が安心できる医療や福祉の戦略を多様な主体者が連携して実行され

るよう整備する 

① 多様な主体者が連携して、行動できる環境をつくる 

指標 基準値（2019） 目標値（2025） 

医療や福祉施設、制度の利用者の満足度※ 63.9％ 67.7％ 

市内の移動がしやすくなったと思う市民の割合※ 62.1％ 73.0％ 

自分達の考えが地域の活動に取り入れられている

と思う若者の割合※ 
16.1％ 34.0％ 
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施策２：自然を確保しながら生活に不自由のない街をつくる 

① 都市機能が充実した拠点を形成する 

② 安全・安心で、利便性、持続可能性の高い街をつくる 

 

事務事業名 
KPI（重要業績評価指

標） 
単位 

基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

いきいき笑顔ネットワー

ク事業 

ICT で情報共有できてい

る患者（高齢者）数 
人(累計) 727 800 

おたがいさまセンター

「ちゃっと」事業 
サポーター登録者数 人 266 350450 

ボランティアマッチング

事業 
マッチング件数 件(累計) -4,786 10026,000 

ＬＧＢＴ理解促進研修事

業 
受講者数 人(累計) 1,040 5,700 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

医療・福祉・高齢者等の生

活支援拠点整備事業（け

やきいきいきプロジェク

ト事業） 

高齢者等の相談件数 人／年 1,144 1,400 

南部公民館機能充実事業 南部公民館の利用者数 人／年 31,007 36,000 

事務事業名 KPI（重要業績評価指標） 単位 
基準値

（2019） 

目標値

（2025） 

高齢者を中心とした交通

不便地域における健康増

進・地域経済好循環に向

けたオンデマンドライド

シェア「チョイソコとよ

あけ」事業 

１便当たり乗車人数 
（年平均） 

人／便 1.6 2.1 

コンビニ AED 設置 
24 時間営業のコンビニの

AED 設置率 
％ 100 100 






















































